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り，鉄塔喘が大きくなるほど，合成指向牲  

の落ち込みは増大する．また．各面に西己直  

されるアンテナ素子としては．従来反射横  

付きダイポールアンテナや，双ループアン  

テナ等が用いられていが）．   
現在進められている多局化において，  

割り当てられる周波数はチャンネル容量の  

大きいUHF帯が中心であり．必然的に波  

長に対して鉄塔幅が大きくなる．多面配列  

では，構成面数を増やすことにより無指向  

性が得やすくなるが．経済性及び保守性の  

観点から，できるだけ少ない面数で構成す  

ることが望まれる．   

本報告では．各面アンテナとしてアン  

テナ素子と地板の間隋を波長に対して極め  

て小さくできるパッチアンテナを用いるこ  

とを想定し，副反射板を付加した場合の放  

射指向性について検討を行う．   

1． はじめに  

今日の社会において，テレビジョン放送  

は欠くことのできない情報媒体としてそ  

の地位を確立している．そして現在．地  

域格差を是正するために多局化が進めら  

れている1）．テレビジョン放送用送信アン  
テナは．サービスエリア内に均一な電界強  

度の電波を供給するのが理想であり．鉄塔  

にアンテナ素子を多面配列して所望の指向  

性を得るという方法が一般的に用いられて  

いる叶また，敷地，景観保全，そして鉄  
塔の有効利用という観点から，同一の鉄  

塔に複数局のアンテナを設置する鉄塔共  

用形式が近年注目されている．   

鉄塔の側面に多面配列する場合，その  

合・成指向性は各面アンテナの放射指向性  

の影響を大きく受けることが知られてお  



さⅣの磁流スロットが形成されるのと等  

価であると考えることができる．  

2． パッチアンテナ   

2．1 パッチアンテナの構造  

パッチアンテナの構造を固1に示す．パ  

ッチアンテナは，パッチ，誘電体及び地板  

からなる3層構造の棍上アンテナである．  

構造が非常に単純であり，またパッチと地  

板の間闇＝は非常に小さいために，従来  

の反射横付きアンテナに比較して極めて  

梓型であるという特裡を有している．   

給電はパッチの一端から行う．この際  

パッチの長さ上を約0．5入とすると，パッ  

チの両端に生ずる電界は大きさが等しく  

向きが逆の分布となり．これは．図2に示  

すような電圧定在波分布が形成されたこ  

とに相当する．   

また，このような電界が生じるので．パ  

ッチの両端には電界と直交する方向に，長  

2．2 パッチアンテナの放射指向性  

パッチアンテナの放射頼向性は，パッ  

チの寸法，地板の寸法，あるいはパッチと  

地境の間隔を変えることにより変化させ  

ることができる．本部では．これらのパ  

ラメータを変化させたせ合の．指向性の  

変化について述べる．   

国3～固6にパッチの縦幅，地板の横幅，  

地板の縦幅，及びパッチと地板の間隋を変  

えた場合の．周波数に対する半値角の変化  

をそれぞれ示す．   

これより，地槙の縦個Ⅴを変えた場合  
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図1  バッチアンテナの韓造  
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状等である，これらを配列半径に応じて，  

適宜調整する必要がある．   

図3～固6は種々のパラメータを変化さ  

せた場合の半値角の変化を示したもので  

あるが，指向性囲の形状が非対■称になる  

場合も実際には生じている．そこで，ほ  

ぼ対称な形状を保ちつつ半値角を変化さ  

せられるように．パラメータを選択する  

必要がある．  

のみ半値角の変動が少ないが，他のパラ  

メータを変えた場合には．比較的大きな  

変動が生じることが判る．   

4面合成を行う蘇に．各面に配置され  

る指向性が，合成指向性に大きな影響を及  

ぼすことは前述したが，この際間鹿となる  

のは，主として単体アンテナの指向性の半  

値角，メインロープ及びサイドロープの形  
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地板の縦幅Ⅴに対する半値角の変化  
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図乱1－乱6に地板の楓幅ガを1．5んか  

ら2．0錮0まで変えた場合の半値角の変化  

を，副反射板の長さ上Fをパラメータとし  

て示す．副反射板を設けることにより，半  

値角が大きくなっていることが判る．   

図9に副反射板がない場合，及び副反  

射横を設けた場合それぞれの振幅指向性  

を示す．副反射板を設けることにより，指  

向性のピーク付近が抑圧された形に変化  

しているのが判る．  

3．副反射板付きパッチアンテナ   

3．1 副反射板付きパッチアンテナの放射  

指向性   

削反射板付きパッチアンテナ5）の構造  

を図7に示す．これは前節で述べたパッチ  

アンテナの地境の両端に，長さエアの削反  

射板を地境と任意の角度で設置したもの  

である．   

一般に反射板付きアンテナに副反射板  

を放けると，地板の端での回折状態に変化  

が生じるので指向性が変化する4）．本節で  
は，副反射板の地境に対する取り付け角度  

を囲7に示す様に450に固定し．その長さ  

エア及び地板の横幅∬を変化させた場合  

の指向性について，検討を行う▲  
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図説1  

Fig．8．1  

周波数に対・する半値角の変化  
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Fig且2  

周波数に対する半値角の変化  
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副反射板付きパッチアンテナの構造  
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大してゆく傭向にあるので，∬がこの範囲  

内の場合に乱反射板を設けることにより，  

見掛け上地板の横幅が増加したと考える  

ことが出来るためであると思われる．そ  

こで，半値角が減少してゆく茸＝1．0入0～  

1．4入0付近では制圧射硬を設けることによ  

り，逆に半値角は小さくなる．この点につ  

いては，実験により確落している．   

以上のように，副反射板を設けること  

により，指向性の対称性をほとんど崩すこ  

となく半催角を変化させることができる．  

次に，周波数に対する半値角の変化を  

副反射板の長さ別に，図10．1～10．5に示す．  

これよ軋．副反射板を設けることにより  

半値角が増大しているのに加えて，地蔵  

の横幅Hがある程度大きければ．上Fを大  

きくすることにより，広い周波数範周にわ  

たって半値角の変化を小さくできることが  

判る．   

半値角が大きくなる要因としては．固  

4に示す様に，∬＝1．5ユけ付う圧から月「＝  

2．2入。までは∬の増加に伴って半値角が増  
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図8・5  周波数に対する半債角の変化  
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園8．3  周波数に対する半せ角の変化  
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図説4  周波数に対する半値角の変化  
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l．餌0．Ⅴ ＝ 2．0射い± ＝ 0．04入0，Ⅳ ＝  
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囲8．6  周波数に対する半値角の変化  
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また，地板の横暗∬と削反射板の長さ  

上ダの調整によって．半値角を増大させる  

だけでなく広帯域特性を持たせることもで  

きる．更に，4面合成の各面アンテナとし  

て用いる場合には，固9に示した様な据向  

性の形状の変化は，合成指向性の最大落  

ち込み最を軽減するのに有効であると思  

われる．  

図10．1  

Fig．10．1  

周波数に対・する半値角の変化  

耳alfpoweran苫1evsr frequency（LF＝  

0．仙0，Ⅴ ＝ 2．鵬ん，f ＝ 0．04入0，上 ＝  
0■亜ユ0，Ⅳ＝0，2糾明ふ＝800MH可．  

180  

（c）ムF＝0，1入。  

図10．2  

Fig．10．2  

周波数に対する半値角の変化  

HdfpDWeraJlglevs▲h竺quenCy（1F＝  
0・借ユ0，Ⅴ＝2．鴨lo，七 ＝0．0揖。，上 ＝  

OA4Å0，Ⅳ＝0・25人0，ふ＝8〔犯Mfk〕．   

パッチアンテナの放射指向性  

RadiationpatternOfthepatchantenna  
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固10．5  周波故に対する半せ角の変化  

Fig・10・5 Halfpoweranglevs■freq11enCy（LF＝  
0．2入。，Ⅴ ＝ 2．鵬入0，f ＝ q・041心，エ ＝  

0，44入口，Ⅳ＝0．25入0，ふ＝8叩M鮎）・  

パッチの寸法，地板の寸法．あるいは  

パッチと地板との間隔を変えた時の綽向性  

の変化を実験により求め．半値角の変化と  

して図示した．   

指向性を変化させるもう一つの方法と  

して，副反射板の設置が挙げられる．それ  

により．指向性の半値角を大きくすること  

ができ，また，地板の横幅∬をある軽度  

確保できれば，副反射板の長さ石「を大き  

くすることで，広い帯域を維持できること  

が実験によりわかった．   

有限地境のアンテナの厳層な解析は国  

難であるために，今回は実験によりパッチ  

アンテナの指向性の変化を求めて，本報告  

にまとめた．今後有限地板，そして副反射  

板付き′くッチアンテナの理論解析を読みで  

検討を加えたい．   

また，副反射板を設けることにより指  

向性のピーク付近が抑圧された形に変形  

する．これを4面合成アンテナの単体ア  

ンテナとして用いると，合成指向性の最  

大落ち込み畳を軽減出来る可能性が考え  

られる．これについて今後理論と実験の  

両面から検討を行ってゆく予定である．  

周波数に対する半せ角の変化  

H山一power弧glevs．駐印眠nCy（上F＝  

0．1ん，Ⅴ ＝ 2．0餌8，t ＝ 0・04入0，上 ＝  

0．44A。，Ⅳ＝0．2揖0，ふ＝800M鮎）・  

固10．3  

Fig・10・3  

周波数に対する半値角の変化  

Ha∬power弧glev軋加quency（エF＝  

0．15入0，Ⅴ＝2．鵬入8，f ＝0・04Å0，上＝  

0．44人。，Ⅳ＝0．25入0，ふ＝甜DMIi叶  

囲10．4  

Fig．10・4  

4． 轄び  

放送用多面配列アンテナの各面に配置  

されるアンテナ素子として，従来の反射  

板付きアンテナと比較して構造が単純で，  

且つ極めて薄型にできるパッチアンテナの  

使用を想定し，パッチアンテナの指向性の  

変化について検討を行った．  
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